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１．2024年３月期の業績（2023年４月１日～2024年３月31日）
（１）経営成績 (％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期 1,667 15.8 565 20.2 542 16.9 452 41.6

2023年３月期 1,440 46.3 470 66.2 464 52.3 319 60.0

１株当たり
当期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
当期純利益

自己資本
当期純利益率

総資産
経常利益率

売上高
営業利益率

円 銭 円 銭 ％ ％ ％

2024年３月期 128.10 127.43 60.5 47.2 33.9

2023年３月期 90.86 － 99.8 44.0 32.7

（注）１.2023年９月30日付で普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。１株当たり当期期純利益及
び潜在株式調整後１株当たり当期純利益につきましては、当該株式併合の影響を考慮した金額を記載しており
ます。

２.2023年12月12日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2024年３月期の潜在株式調整後１株当たり当
期純利益は、新規上場日から当事業年度末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しております。

３.2023年3月期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非
上場であり、期中平均株価が把握できないため記載していません。

（２）財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2024年３月期 1,382 1,016 73.5 284.63

2023年３月期 920 480 52.2 136.50
(参考) 自己資本 2024年３月期 1,016百万円 2023年３月期 480百万円

（３）キャッシュ・フローの状況

営業活動による
キャッシュ・フロー

投資活動による
キャッシュ・フロー

財務活動による
キャッシュ・フロー

現金及び現金同等物
期末残高

百万円 百万円 百万円 百万円

2024年３月期 409 214 59 1,004

2023年３月期 432 △14 △795 320

２．配当の状況

年間配当金 配当金総額
(合計)

配当性向
純資産
配当率第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 百万円 ％ ％

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2024年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00 － － －

2025年３月期(予想) － 0.00 － 0.00 0.00 －

３．2025年３月期の業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり当期純

利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,001 20.0 584 3.4 584 7.7 409 △9.6 114.69



※ 注記事項
（１）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示に関する注記

（２）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 2024年３月期 3,570,000 株 2023年３月期 3,520,000 株

② 期末自己株式数 2024年３月期 － 株 2023年３月期 － 株

③ 期中平均株式数 2024年３月期 3,535,164 株 2023年３月期 3,520,000 株

（注）2023年９月30日付で、普通株式５株につき１株の割合で株式併合を行っております。前事業年度の期首に当該
株式併合が行われたと仮定して、期末発行済株式数（自己株式を含む）、期末自己株式数及び期中平均株式数を
算定しております。

※ 決算短信は公認会計士又は監査法人の監査の対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的である
と判断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用
に当たっての注意事項等については、添付資料をご覧ください
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１．経営成績等の概況

（１）当期の経営成績の概況

日本経済は、物価高や海外経済減速などの下押し要因から回復に一服感がみられるものの、内需主導での成長

が維持されております。個人消費は、高めの賃上げが続くなか、労働者の賃金も上向き傾向にあり、緩やかに持

ち直すと予想され、設備投資は、デジタル化・サプライチェーン強靱化・人手不足対応など構造的な課題解決に

向け、拡大傾向が続く見通しです。

このような状況下、当社では「コンサルティングビジネス」及び「ベースビジネス」という２つの収入を軸に

ビジネスを展開しており、引き続き業績が堅調に推移いたしました。

なお、当社はSactona事業の単一セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。

（売上高）

当事業年度における売上高は、1,667,850千円（前事業年度比15.8％増）となりました。内訳としてコンサルテ

ィングビジネス売上高は1,057,808千円（前事業年度932,540千円）、ベースビジネス売上高は610,042千円（前事

業年度507,484千円）を計上したことによるものであります。

（売上原価、売上総利益）

当事業年度における売上原価は、536,782千円（前事業年度比6.1％増）となりました。主な内容としてはコン

サルティング部門の労務費及び外注費が増加したことによるものであります。

この結果、当事業年度における売上総利益は1,131,067千円（前事業年度比21.1％増）となりました。

（販売費及び一般管理費、営業利益）

当事業年度における販売費及び一般管理費は、565,577千円（前事業年度比15.8％増）となりました。主な内容

としては営業部門や管理部門の人員の給料及び手当及び研究開発費が増加したことによるものであります。

この結果、営業利益は565,489千円（前事業年度比20.2％増）となりました。

（営業外収益、営業外費用、経常利益）

当事業年度における営業外収益は、682千円となりました。当事業年度における営業外費用は、株式交付費

1,572千円及び上場関連費用21,612千円により23,185千円となりました。

この結果、当事業年度における経常利益は542,985千円（前事業年度比16.9％増）となりました。

（特別利益、特別損失、法人税等合計、当期純利益）

当事業年度における特別利益は、開発ラボ/保養所の売却による固定資産売却益79,910千円によるものです。ま

た、当事業年度における特別損失は、38千円となりました。

当事業年度における法人税等合計169,994千円を計上した結果、当事業年度における当期純利益は452,863千円

（前事業年度比41.6％増）となりました。

（２）当期の財政状態の概況

(資産)

当事業年度末における流動資産は1,291,496千円となり、前事業年度末に比べ635,700千円増加しました。これ

は主に現金及び預金が683,885千円増加したことによるものであります。

固定資産は90,701千円となり、前事業年度末に比べ173,648千円減少しました。これは主に開発ラボ/保養所の

売却によるものであります。

この結果、総資産は、1,382,198千円となり、前事業年度末に比べ462,051千円増加しました。

(負債)

当事業年度末における流動負債は366,061千円となり、前事業年度末に比べ73,611千円減少しました。これは主

に契約負債が27,277千円減少し、未払法人税等が86,546千円減少したことによるものであります。

この結果、負債合計は、366,061千円となり、前事業年度末に比べ73,611千円減少しました。
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(純資産)

当事業年度末における純資産合計は1,016,137千円となり、前事業年度末に比べ535,663千円増加しました。こ

れは主に当社株式の東京証券取引所グロース市場への上場に伴う公募増資による資本金の増加41,400千円及び資

本剰余金の増加41,400千円、当期純利益の計上により利益剰余金が452,863千円増加したことによるものでありま

す。

この結果、自己資本比率は73.5％(前事業年度末は52.2％)となりました。

（３）当期のキャッシュ・フローの概況

当事業年度末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べて683,885千円増

加し、1,004,334千円となりました。当事業年度における各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動の結果、獲得した資金は409,865千円（前事業年度は432,234千円の収入）となりました。これは主に

税引前当期純利益の計上622,857千円、売上債権及び契約資産の減少額45,936千円があった一方で、契約負債の減

少額27,277千円、法人税等の支払額245,424千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動の結果、獲得した資金は214,405千円（前事業年度は14,807千円の支出）となりました。これは有形固

定資産の取得による支出13,230千円、有形固定資産の売却による収入227,635千円によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動の結果、獲得した資金は59,614千円（前事業年度は795,000千円の支出）となりました。これは主に新

規上場に伴う新株の発行による収入81,227千円によるものであります。

（４）今後の見通し

今後の見通しにつきましては、2023年５月の新型コロナウイルス感染症の５類移行後、個人消費の持ち直し、経

済活動が正常化に向かう一方、ウクライナ情勢長期化による資源や原料供給網の弱体化、為替相場の円安などで、

依然として先行き不透明な状況が続くことが考えられます。

その様な状況の中、2025年３月期においては、中長期的な成長に向けてコンサルタントの育成を強化し、事業の

拡大に取り組んで参ります。

通期業績の見通しについては、売上高2,001百万円、営業利益584百万円、経常利益584百万円、当期純利益409百

万円を見込んでおります。2024年３月期においては特別利益が計上された影響により、2025年３月期は売上高、営

業利益、経常利益は増加しておりますが、当期純利益は減少の見込みとなっております。

なお、上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前

提に基づいて作成したものであり、実際の業績等は、今後様々な要因により予想数値と異なる結果となる可能性が

あります。

２．会計基準の選択に関する基本的な考え方

当社は、海外での事業展開や資金調達を行っていないため、日本基準に基づき財務諸表を作成しています。
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３．財務諸表及び主な注記

（１）貸借対照表

(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 320,449 1,004,334

売掛金及び契約資産 328,229 282,292

前渡金 1,138 2,000

前払費用 5,979 2,869

流動資産合計 655,796 1,291,496

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 83,501 2,849

工具、器具及び備品（純額） 16,998 21,551

土地 69,537 －

有形固定資産合計 170,036 24,400

無形固定資産

ソフトウエア 277 138

無形固定資産合計 277 138

投資その他の資産

差入保証金 24,894 20,827

繰延税金資産 69,142 45,334

投資その他の資産合計 94,036 66,162

固定資産合計 264,350 90,701

資産合計 920,146 1,382,198
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(単位：千円)

前事業年度
(2023年３月31日)

当事業年度
(2024年３月31日)

負債の部

流動負債

未払金 30,066 33,444

未払費用 6,252 12,549

未払消費税等 39,752 50,757

契約負債 82,681 55,403

賞与引当金 111,202 124,115

未払法人税等 164,876 78,330

その他 4,840 11,460

流動負債合計 439,672 366,061

負債合計 439,672 366,061

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 141,400

資本剰余金

資本準備金 － 41,400

資本剰余金合計 － 41,400

利益剰余金

利益準備金 25,000 25,000

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 355,474 808,337

利益剰余金合計 380,474 833,337

株主資本合計 480,474 1,016,137

純資産合計 480,474 1,016,137

負債純資産合計 920,146 1,382,198
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（２）損益計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

売上高 1,440,025 1,667,850

売上原価 505,897 536,782

売上総利益 934,127 1,131,067

販売費及び一般管理費 463,538 565,577

営業利益 470,588 565,489

営業外収益

その他 694 682

営業外収益合計 694 682

営業外費用

支払利息 6,925 －

株式交付費 － 1,572

上場関連費用 － 21,612

営業外費用合計 6,925 23,185

経常利益 464,357 542,985

特別利益

固定資産売却益 － 79,910

特別利益合計 － 79,910

特別損失

その他 － 38

特別損失合計 － 38

税引前当期純利益 464,357 622,857

法人税、住民税及び事業税 166,142 146,186

法人税等調整額 △21,598 23,807

法人税等合計 144,544 169,994

当期純利益 319,813 452,863
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（３）株主資本等変動計算書

前事業年度(自 2022年４月１日 至 2023年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合計その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 － － 25,000 35,661 60,661 160,661 160,661

当期変動額

当期純利益 319,813 319,813 319,813 319,813

当期変動額合計 － － － － 319,813 319,813 319,813 319,813

当期末残高 100,000 － － 25,000 355,474 380,474 480,474 480,474

当事業年度(自 2023年４月１日 至 2024年３月31日)

(単位：千円)

株主資本

純資産合計
資本金

資本剰余金 利益剰余金

株主資本合

計その他

資本剰余金

資本剰余金

合計
利益準備金

その他利益

剰余金 利益剰余金

合計繰越利益

剰余金

当期首残高 100,000 － － 25,000 355,474 380,474 480,474 480,474

当期変動額

新株の発行 41,400 41,400 41,400 82,800 82,800

当期純利益 452,863 452,863 452,863 452,863

当期変動額合計 41,400 41,400 41,400 － 452,863 452,863 535,663 535,663

当期末残高 141,400 41,400 41,400 25,000 808,337 833,337 1,016,137 1,016,137
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（４）キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前当期純利益 464,357 622,857

減価償却費 18,750 16,767

固定資産売却益 － △79,910

支払利息 6,925 －

株式交付費 － 1,572

上場関連費用 － 21,612

売上債権及び契約資産の増減額（△は増加） △113,235 45,936

未払金の増減額（△は減少） 11,986 1,918

未払費用の増減額（△は減少） △6,900 6,296

未払消費税等の増減額（△は減少） 27,982 11,005

契約負債の増減額（△は減少） △59,554 △27,277

賞与引当金の増減額（△は減少） 66,225 12,913

その他 △1,534 21,598

小計 415,003 655,290

利息の支払額 △8,028 －

補助金の受取額 1,250 －

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 24,009 △245,424

営業活動によるキャッシュ・フロー 432,234 409,865

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △14,822 △13,230

有形固定資産の売却による収入 － 227,635

敷金の回収による収入 15 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △14,807 214,405

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入金の返済による支出 △795,000 －

株式の発行による収入 － 81,227

上場関連費用の支出 － △21,612

財務活動によるキャッシュ・フロー △795,000 59,614

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △377,573 683,885

現金及び現金同等物の期首残高 698,022 320,449

現金及び現金同等物の期末残高 320,449 1,004,334
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（５）財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社はSactona事業の単一セグメントであるため、セグメント情報の記載を省略しております。

(１株当たり情報)

前事業年度
(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり純資産額 136.50円 284.63円

１株当たり当期純利益 90.86円 128.10円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益 －円 127.43円

(注)１．前事業年度の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式は存在するものの、当社株式は非

上場であるため期中平均株価を把握できませんので記載しておりません。

２．当社は2023年９月30日付で普通株式５株につき普通株式１株の割合で株式併合を行っております。前事業年

度の期首に当該株式併合が行われたと仮定して、１株当たり純資産額及び１株当たり当期純利益を算定して

おります。

３．2023年12月12日に東京証券取引所グロース市場に上場したため、2024年３月期の潜在株式調整後１株当たり

当期純利益は、新規上場日から当事業年度末日までの平均株価を期中平均株価とみなして算定しておりま

す。

４．１株当たり当期純利益及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりでありま

す。

項目
前事業年度

(自 2022年４月１日
至 2023年３月31日)

当事業年度
(自 2023年４月１日
至 2024年３月31日)

１株当たり当期純利益

当期純利益(千円) 319,813 452,863

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る当期純利益(千円) 319,813 452,863

普通株式の期中平均株式数(株) 3,520,000 3,535,164

潜在株式調整後１株当たり当期純利益

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式数の増加数（株） － 18,565

（うち、新株予約権（株）） （－） （18,565）

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
当期純利益の算定に含めなかった潜在株式の概要

第１回新株予約権
新株予約権の数213,970個
（普通株式 42,794株）

第２回新株予約権
新株予約権の数291,110個
（普通株式 58,222株）

(重要な後発事象)

該当事項はありません。


